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【バドミントン競技人口数の推移】 

 ・高等学校の部員数…増加傾向 

 平成23年度 平成22年度 平成21年度 平成18年度 

 

男

子 

 高校在籍数   87270人    87272人    88683人    87782人 

 運動部合計（Ａ）    48281人    48320人    49495人    49172人 

 バドミントン部員（Ｂ）     3003人     3128人     2910人     2664人 

 （Ｂ）÷（Ａ） ６．２％ ６．４％ ５．８％ ５．４％ 

 

女

子 

 高校在籍数    82068人    83273人    80001人    79729人 

 運動部合計（Ｃ）    24315人    24269人    23947人    24809人 

 バドミントン部員（Ｄ）      3420人     3188人     3112人     3028人 

 （Ｄ）÷（Ｃ） １４．１％ １３．１％ １３．０％ １２．２％ 

［上表資料は「高体連」第 56 号～第 51 号より引用］ 

 ・協会登録数…増加傾向 ※しかし協会登録≠競技人口となっており実数は把握不能 

 ・加盟団体数…増加傾向 

 

【全国での位置】 

 日本全国の高等学校バドミントンにおける埼玉県は、男子ではインターハイ学校対抗８年連 

続９回目の優勝（埼玉栄高等学校）、女子では昨年の全日本総合選手権単で奥原（大宮東高等学

校）が初優勝し最年少記録を更新するなどの活躍をしており、ジュニア・中学校・大学・国体で

も埼玉県が日本のバドミントンを牽引していると言っても過言ではない状況です。 

 

【普及と強化の背景】 

 ・社会人やレディースでプレイをされている方の子供がジュニアから始めることが多い。 

  また、その延長線上でジュニアを立ち上げることが多い。 

 ・ジュニアに中学・高校の教員の子供も多く、指導に中学・高校の教員が協力的である。 

 ・県内講習会等で、横(同世代間の強化)と縦(世代を超えた強化)の接点が多く、功を奏してい  

る。 ※別表「平成 24 年度 年間行事予定表【県内講習会】(案)」参照 

   例 小学生技術講習会 17 日間 

     中学強化練習会・技術講習会 10 日間 

     小中高強化練習会 4 日間 

     レディース技術講習会 9 日間 

     社会人技術講習会 3 日間 

 

【競技の特性】 

 ・性別や年齢に関わらず、ルール及び使用する用具や施設が共通である。 

 

【今後の課題】 

 ①選手の確保と育成 

 ②選手の他県流出の阻止 

 ③若手指導者の育成 

 ④体育館の確保 



 

※別表 

［上表資料は「埼玉県バドミントン協会ＨＰ」より引用］ 


